














　今回、唾液中への NGF 濃度と AD の関係について調査し、歯の喪失による AD リスクのメカニズムの解
明と唾液中 NGF 分泌能の維持が AD を予防する可能性について検討する。
【対象と方法】医療施設に入院中もしくは外来通院中の高齢者21名（68～ 89歳・平均77.07±5.08歳）の唾液
を回収し、ELISA 法で唾液中 NGF 濃度を測定した。変数項目は年齢、残存歯数、MMSE としそれぞれの相
関係数を求めた。Pearson の相関係数、SPSS 統計ソフトを用いて有意差の検定を行った。
【結　果】








す可能性について報告されているが、これには血清中 NGF、唾液中 NGF の低下が関与していると考えられ
る。咀嚼によって自律神経が賦活され、唾液流出が増加することで NGF 濃度が維持され、認知症の進行を抑
制する可能性が考えられる。
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